
89地域の独居高齢者の現状と課題

Ⅰ　緒言

　我が国の65歳以上の独居高齢者の増加は顕著であ
る。2022年の報告によると，65歳以上の者のいる世
帯は2747万4000世帯であり，そのうち夫婦のみの世
帯882万1000世 帯（65歳 以 上 の 者 の い る 世 帯 の
32.1％），次いで単独世帯が873万世帯（同31.8％）
である。65歳以上の者のいる世帯の世帯構造の年次
推移をみても，高齢者単独世帯については，年々増
加しており，1986年は13.1％であったが，2022年に
は31.8％であった１）。
　１世帯あたりの人数が少なくなると，普段支障な
く生活できているものの，病気や行事等が生じると
対処が困難であり２），独居高齢者は日常の様々な悩
み事について身近に相談できる相手がいないとされ

る３）。
　本研究では，地域に居住する独居高齢者に関する
研究の動向を整理するとともに，これまでの研究で
得られた知見を基に，独居高齢者の現状と課題を分
析し，それらから独居高齢者を支援するためのあり
方を検討する。

Ⅱ　方法

１．文献の選定
　文献の特定には，医学中央雑誌 Web 版を用いた。
検索キーワードは，「地域在住高齢者 and 独居」（検
索式１），「地域在住高齢者 and 単身世帯」（検索式
２），「地域居住高齢者 and 独居」（検索式３），「地
域居住高齢者 and 単身世帯」（検索式４），「地域住
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民 and 高齢者 and 独居」（検索式５），「地域住民 
and 高齢者 and 単身世帯」（検索式６），「高齢単身
世帯」（検索式７）とし，2022年までに出版された
文献を検索した。その結果，検索式１では59件，検
索式２では38件，検索式３では２件，検索式４では
２件，検索式５件では79件，検索式６では64件，検
索式７では17件，計261件であった。
　そのうち，重複論文を除外した129文献を対象に，
文献の組み入れ基準と除外基準をもとに精読し，適
格性の判断を行った。文献の適格性を判断する組み
入れ基準と除外基準は，本研究の目的，すなわち，
地域に居住する独居高齢者の現状と課題を明らかに
することから設定した。組み入れ基準は，１）研究
の種類：新奇性と信頼性のある原著論文である，
２）研究参加者の特性：地域で単身生活する65歳以
上の高齢者，３）研究結果の内容：治療法・尺度の
評価や医療費等の評価をしていない，とした。文献

の除外基準は，１）日本国外を研究対象地域にして
いる，２）地域に居住する高齢者の支援者等を研究
対象にしている，とした（以上の選定過程は，図１
に示す）。その結果，28件の文献４）～31） を本研究の分
析対象として採択した（表１）。
　なお，文献の選定については，牧本32），佐伯ら33）

の手法を参考に行った。
２．データ分析
　データの分析は，まず対象文献における発行年，
研究デザイン，対象者を整理した。また，対象文献
から地域に居住する独居高齢者に関する現状と課題
についての記述内容を抜き出し，コードとした。次
に，現状と課題それぞれについて，コードの意味内
容の類似性と相違性に基づいて分類・整理し，類似
するコードの意味内容を表すサブカテゴリを表した。
同様に，サブカテゴリの意味内容の類似性と相違性
に基づいて分類・整理し，類似するサブカテゴリの

図１　文献の選定過程
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表１　対象文献一覧
論文
番号 著者（発表年） タイトル 研究

デザイン 対象者

１ 藤川 他（2021）4） 中山間地域の消滅危惧集落における１人暮らし男性後期高齢者を支
える心理・社会的要因 質的研究 ある地域に居住する75歳以上の独居高

齢者

２ 佐々木，白井（2021）5） 地域在住高齢者の社会活動と JST 版活動能力指標の関連 量的研究／
横断研究

ある地域のシルバー人材センターに登
録する65歳以上高齢者

３ 和田 他（2021）6） 地域在住高齢者における社会的フレイルとうつ傾向との関連 量的研究／
横断研究 ある地域に居住する65歳以上高齢者

４ 渡邉 他（2021）7） 地域在住高齢者の社会的フレイルの有無と身体機能の特徴 量的研究／
横断研究 地方都市に居住する高齢者

５ 山下 他（2020）8） 地域在住高齢者の世帯構造別にみた心身機能および生活機能の特徴 量的研究／
横断研究

ある地域の認知症予防推進事業に参加
する地域在住高齢者

６ 田中 他（2020）9） 中山間地域における社会的孤立高齢者の人付き合いの選択の違いに
よる新たな類型化　コレスポンデンス分析による特徴の検討

量的研究／
横断研究 中山間地域に居住する65歳以上高齢者

７ 尚 他（2020）10） 地域在住女性高齢者における現在歯数20本未満の関連要因　名古屋
市体操教室参加者における調査

量的研究／
横断研究

体操教室に参加する都市在住の65歳以
上女性高齢者

８ 木原 他（2019）11） Barriers to participation in a physical activity program for the 
elderly in one area of Hokkaido, Japan

量的研究／
横断研究

ある地域に居住する70歳～79歳の高齢
者

９ 藤井 他（2019）12） 地域在住高齢者における運動実践と抑うつとの関連性　世帯構成お
よび運動仲間の有無に着目した検討

量的研究／
横断研究

地方都市在住の要介護認定を受けてい
ない高齢者

10 丸田 他（2019）13） 地域在住高齢者における心の理論課題成績と社会参加との関連 量的研究／
横断研究 地方都市在住の独居高齢者

11 Takeuchi et al.（2018）14）
Liv ing a lone i s  assoc iated with an increased r i sk o f 
institutionalization in older men：A follow-up study in Hamanaka 
Town of Hokkaido, Japan

量的研究／
横断研究 地方都市在住の高齢者

12 生天目 他（2018）15） 配偶者と死別したひとり暮らしの男性高齢者が食を通した交流へ参
加したきっかけと継続していくプロセス 質的研究 配偶者と死別後，自主グループ活動に

参加している男性独居高齢者

13 中村 他（2018）16） 地域在住高齢者が転出に至る要因の研究　望まない転出を予防する
ために

量的研究／
横断研究

全国24市町村における65歳以上の要介
護認定をうけていない地域在住高齢者

14 橋本 他（2017）17） 都市部高齢者の不眠症状とその関連因子 量的研究／
横断研究 大都市居住の65～84歳の高齢者

15 安孫子 他（2017）18） 自主グループ活動に参加する独居高齢者の継続参加への意味づけ 質的研究 地方都市の自主グループ活動に参加す
る独居高齢者

16 藤井 他（2017）19） 独居高齢者における地域活動への参加と抑うつとの関連性 量的研究／
横断研究

地方都市在住の要介護認定を受けてい
ない65歳以上の高齢者

17 Toyosato et al.（2016）20）
The moderating effect of spiritual well-being on the association 
between depressive state and living arrangement in the elderly 
in rural Okinawa

量的研究／
横断研究 地方都市に居住する高齢者

18 杉浦，早川 他（2015）21） 高齢者の日常生活状況に関与する各種要因の解析（第Ⅰ報） 老研式
活動能力指標およびうつ傾向評価に関与する因子の抽出

量的研究／
横断研究

中山間地域に居住する65歳以上の高齢
者

19 大嶋，沖中（2015）22） 独居男性高齢者２事例の自主グループ活動継続理由　健康意識の高
まりと自分の居場所があること 質的研究 ある地域で自主グループ活動に参加し

ている独居男性高齢者

20 久保 他（2014）23） 独居高齢者と非独居高齢者の特徴に関する大規模調査 量的研究／
横断研究 ある地域に居住する65歳以上の高齢者

21 森 他（2013）24） 農村部地域住民における家族構成と首尾一貫感覚との関連 量的研究／
横断研究 農村部地域に居住する特定健診受診者

22 小長谷 他（2013）25） 地域在住高齢者の認知機能と社会参加との関連性　社会活動および
社会ネットワークを中心として

量的研究／
横断研究 ある地域に居住する65歳以上の高齢者

23 竹田 他（2010）26） 地域在住高齢者における認知症を伴う要介護認定の心理社会的危険
因子　AGES プロジェクト３年間のコホート研究

量的研究／
横断研究

65歳以上の要介護認定を受けていない
高齢者

24 神波 他（2010）27） 過疎農村地域に暮らす独居の認知症高齢者のケアについて　福井県
Ｉ町の訪問調査から 質的研究 地方都市に居住する独居認知症高齢者

25 河野 他（2009）28） 大都市に住む一人暮らし男性高齢者のセルフケアを確立するための
課題　高層住宅地域と近郊農村地域間の質的分析 質的研究

大都市高層住宅地域と大都市近郊農村
地域に居住する独居男性高齢者，保健
医療福祉職および地域住民

26 川崎 他（2007）29） 地域在住高齢者の日常生活行動と介護保険サービス利用状況 量的研究／
横断研究 ある地域に居住する65歳以上の高齢者

27 赤嶺，新城（2006）30） 世帯形態からみた地域在住高齢者の支援　単独世帯に焦点をあてて 量的研究／
横断研究 地方都市に居住する65歳以上の高齢者

28 渡辺 他（2003）31） 基本的日常生活動作の自立している地域高齢者の閉じこもり状態像
とその関連要因

量的研究／
横断研究 地方都市に居住する65歳以上の高齢者
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意味内容を表すカテゴリを表した。これらから，地
域に居住する独居高齢者の現状と課題を整理し，一
覧表にまとめた。
　なお，論文の作成にあたっては，分析の過程にお
いて老年看護学の研究者２名で議論を行った。また，
レビューのクリティーク・チェックシート34）を用い
て確認を行った。
３．倫理的配慮
　本研究は，公表された文献資料を対象とし，著作
権に配慮して引用した。

Ⅲ　結果

１�．地域に居住する独居高齢者に関する研究の動向
（表１）

１）文献の掲載年別推移
　28件の文献における掲載年別の推移は，2003年以
降にみられ，年間０～４件であり，2021年の４件が
最多であった。
２）文献の研究デザイン
　28件の文献における研究デザインは，量的研究22
件，質的研究６件であった。量的研究のうち，横断
研究19件，縦断研究３件であった。
３）文献の研究対象者
　28件の文献における研究対象者は，独居高齢者の
みを対象にしたもの７件であった。自主グループ等
の団体や事業の参加者を対象にしたものは７件，要
介護認定を受けていない者を対象にしたものは４件
であった。
２．地域に居住する独居高齢者に関する現状と課題
　28件の文献から地域に居住する独居高齢者の現状
と課題に関する記述として，61コードが抜き出され
た。コードの類似性と相違性を検討した結果，地域
に居住する独居高齢者に関する現状について，32
コード，８サブカテゴリ，３カテゴリに分類された。
また，地域に居住する独居高齢者に関する課題につ
いて，28コード，13サブカテゴリ，５カテゴリに分
類された。以下に，地域に居住する独居高齢者に関
する現状と課題にわけて，その内容をカテゴリごと
に，サブカテゴリ，コードを用いて示す。なお，カ
テゴリを【 】，サブカテゴリを〈 〉，コードを「 」
として表す。
１�）地域に居住する独居高齢者に関する現状（表２）

（1）【心身の機能の低下】

　このカテゴリは，４つのサブカテゴリで構成した。
まず，「独居高齢者は，非独居高齢者と比べて，う
つ傾向と回答する人が多かった」に表れているよう
に，GDS（Geriatric depression scale）等を用いて
抑うつ傾向が高いことを５コードが示した。特に，
男性で顕著であることを示したものがあり，〈地域
在住の独居高齢者，特に男性は，抑うつ傾向が高
い〉とした。
　次に，「独居高齢者は，握力が低く，SMI（skeletal 
muscle mass index）が低い」に表れているように，
骨格筋量指数等を用いて身体機能が低下しているこ
とを５コードが示した。歯数が20本未満であったこ
ととの関連を示したものがあり，〈口腔機能を含め
て身体機能が低下する〉とした。
　さらに，「独居は，不眠症状との相関関係を認め
る」と表れているように，地域に居住する独居高齢
者と不眠症状との関連を１コードが示し，〈不眠症
状がある〉とした。
　また，「独居世帯群は，夫婦のみ世帯群に比べて，
MMSE が有意に低い」に表われているように，
MMSE（Mini Mental State Examination）等を用
いて認知機能低下がみられることを２コードが示し，

〈認知機能低下がみられる〉とした。
（2�）【男性および認知症者がもつ自分らしい暮らし】
　このカテゴリは，１つのサブカテゴリで構成した。

「一人暮らし男性高齢者を支えている心理・社会的
要因は，【生活のなかで見つけた生きがい】であっ
た」に表れているように，男性および認知症をもち
ながら暮らす独居高齢者は，住み慣れた場所での生
きがい・生活時間・自律心等の自分らしい暮らしを
持っていることを５コードが示し，〈男性および認
知症者は，住み慣れた場所での生きがい・生活時
間・自律心をもっている〉とした。

（3�）【自主的な参加動機と，住み慣れた場所での支
援を得ての社会参加】

　このカテゴリは，４つのサブカテゴリで構成した。
まず，「一人暮らしの男性高齢者が配偶者と死別後
に，食を通した交流に参加したきっかけと継続して
いくプロセスには，【ひとり暮らしを支える助け】
があった」に表れているように，交流や自主グルー
プに参加する独居高齢者は，参加を支える人を得て
いることを９コードが示した。特に，男性はそのこ
とによって自分の役割を得ていたことを表していた
ものがあり，〈交流や自主グループ活動の参加者は，

p089-099 sumi.indd   92 2024/03/22   10:54:30



93地域の独居高齢者の現状と課題

表２　地域に居住する独居高齢者に関する現状
カテ
ゴリ サブカテゴリ 論文

番号 コード

心
身
の
機
能
の
低
下

地域在住の独居高齢者、特に
男性は、抑うつ傾向が高い

３ 独居高齢者は、非独居高齢者と比べて、うつ傾向と回答する人が多かった

５ 独居世帯群は、夫婦のみ世帯群に比べ、GDS が有意に高い

９ 独居高齢者は、非独居高齢者に比べて、抑うつ傾向が有意に高値であった

17 独居高齢者は、同居者に比して、GDS－５得点が有意に高値であった

18 精神的な健康に関与する因子に、「独居」は男性のみ有意な差があった

口腔機能を含めて身体機能が
低下する

４ 独居高齢者は、握力が低く、SMI（skeletal muscle mass index）が低い

５ 独居世帯群は、夫婦のみ世帯群に比べ、握力が有意に弱く、ロコモティブシンドローム得点
が有意に低い

９ 独居高齢者では、非独居高齢者に比べて、身体機能低下が有意に高い

20 運動機能は、独居高齢者は有意に低い

７ 歯の数20本未満と関連があった要因に、独居がある

不眠症状がある 14 独居は、不眠症状との相関関係を認める

認知機能低下がみられる
５ 独居世帯群は、夫婦のみ世帯群に比べ、MMSE が有意に低い

22 地域在住高齢者において、独居である者は、そうでない者に比して、認知機能低下が有意に
認められた

男
性
お
よ
び
認
知
症
者
が
も
つ

自
分
ら
し
い
暮
ら
し

男性および認知症者は、住み
慣れた場所での生きがい・生
活時間・自律心をもっている

１ 一人暮らし男性高齢者を支えている心理・社会的要因は、【生活のなかで見つけた生きがい】
であった

１ 一人暮らし男性高齢者を支えている心理・社会的要因は、【根付いた土地の生活】であった

１ 一人暮らし男性高齢者を支えている心理・社会的要因は、【時間にとらわれない気ままな生
活】であった

24 独居の認知症高齢者が過疎農村地域で暮らすことが続けられた要因は、自宅近くの田畑でや
ることできることがある

25
大都市地域に住む一人暮らし男性高齢者がセルフケアを確立するための強みは、「人の世話
になりたくない」「できるだけ一人で頑張りたい」「人に干渉されずに一人で気楽に暮らした
い」という自律心であった

自
主
的
な
参
加
動
機
と
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
の
支
援
を
得
て
の
社
会
参
加

交流や自主グループ活動の参
加者は、参加を支える人の存
在を得ており、特に男性は自
分の役割を得ている

12 一人暮らしの男性高齢者が配偶者と死別後に、食を通した交流に参加したきっかけと継続し
ていくプロセスには、【ひとり暮らしを支える助け】があった

12 一人暮らしの男性高齢者が配偶者と死別後に、食を通した交流に参加したきっかけと継続し
ていくプロセスには【食事と人のぬくもりによるいやし】があった

15 自主グループ活動に参加する独居高齢者は、【独居活動を継続するための自立への一助】と
なった

15 自主グループ活動に参加する独居高齢者は、【独居高齢者の参加を支える存在】に出会った

15 自主グループ活動に参加する独居高齢者は、【地域住民との交流のひろがり】を楽しんだ

19 独居男性高齢者が、自主グループ活動に継続参加する理由は、［人との関係性］であった

19 独居男性高齢者が、自主グループ活動に継続参加する理由は、［自主グループにおける自分
の役割］であった

12 一人暮らしの男性高齢者が配偶者と死別後に、食を通した交流に参加したきっかけと継続し
ていくプロセスには、【誘いに乗ってみる】があった

15 自主グループ活動に参加する独居高齢者は、自主グループへ【独居高齢者の自己決定による
活動の参加】であった

男性および認知症者は、住み
慣れた場所での人間関係があ
る

１ 一人暮らし男性高齢者を支えている心理・社会的要因は、【地域コミュニティの絆】であった

24 独居の認知症高齢者が過疎農村地域で暮らすことが続けられた要因は、公私にわたる人間関
係があるであった

女性は身体活動プログラムで、
男性は体調悪化や健康意識の
高まりを感じたときに、交流
や自主グループ活動への参加
動機が生じる

８ 身体活動プログラム参加には、女性では独居であることが有意に関連していた

12 一人暮らしの男性高齢者が配偶者と死別後に、食を通した交流に参加したきっかけと継続し
ていくプロセスには、【立て直しの難しさ】があった

19 独居男性高齢者が、自主グループ活動に継続参加する理由は［自らの健康意識の高まり］で
あった
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参加を支える人の存在を得ており，特に男性は自分
の役割を得ている〉とした。
　次に，「一人暮らし男性高齢者を支えている心理・
社会的要因は，【地域コミュニティの絆】であった」
に表れているように，男性および認知症は，住み慣
れた地域で築いた絆や公私にわたる人間関係をもっ
ていることを２コードが示し，〈男性および認知症
者は，住み慣れた場所での人間関係がある〉とした。
　さらに，「身体活動プログラム参加には，女性で
は独居であることが有意に関連していた」「独居男
性高齢者が，自主グループ活動に継続参加する理由
は〔自らの健康意識の高まり〕であった」に表れて
いるように，他者との交流や自主グループ活動に参
加する動機は男女で異なることを２コードが示し，

〈女性は身体活動プログラムで，男性は体調悪化や
健康意識の高まりを感じたときに，交流や自主グ
ループ活動への参加動機が生じる〉とした。
２�）地域に居住する独居高齢者に関する課題（表３）

（1）【運動や地域活動参加による抑うつ傾向の低さ】
　このカテゴリは，１つのサブカテゴリで構成した。

「男女ともに運動実践していない独居高齢者の抑う
つ傾向を基準にし，一人でのみ運動実践している独
居高齢者，運動実践していない非独居高齢者，運動
を一人でのみ実践している非独居高齢者，運動を他
者と実践している非独居高齢者が有意に低値であっ
た」「男女ともに地域活動に参加していない独居高
齢者は，地域活動に参加している独居高齢者に比し
て，抑うつ傾向が高い」に表れているように，ひと
りで運動する，あるいは地域活動に参加する地域に
居住する独居高齢者の抑うつ傾向が低いことを３
コードが示し，〈ひとりでも運動する・地域活動に
参加する地域在住の独居高齢者は，抑うつ傾向が低
い〉とした。

（2）【日常生活能力の評価の相違】
　このカテゴリは，３つのサブカテゴリで構成した。
まず，「社会的役割において，男性の前期高齢者で
は単独世帯の得点が有意に低かった」に表れている
ように〈日常生活活動能力の評価が低い〉とした。
一方で，「独居高齢者では，非独居高齢者に比べて，
IADL（Instrumental Activities of Daily Living）
能力低下に該当する割合が有意に低かった」等の２
コードに表れているように〈日常生活活動能力の評
価が高い〉，あるいは，「活動能力指標に関係する因
子に，「独居」は有意な差を認めなかった」等の２

コードに表れているように〈日常生活活動能力の評
価に差はない〉とした。いずれも老研式活動能力指
標を用いているが，地域に居住する独居高齢者の高
次の生活機能評価についてばらつきを認めた。
 （3）【外界とのつながりのありようの不一致】
　このカテゴリは，４つのサブカテゴリで構成した。
まず，「独居であることの有無と社会活動の程度は，
有意な関連がある」に表れているように，地域に居
住する独居高齢者は，社会活動や地域活動の参加が
少ないことを３コードが示し，〈社会活動や地域活
動参加が少なく，閉じこもり傾向にある〉とした。
　次に，「地域在住の独居高齢者で，心の理論の二
次的信念課題の正解率が高かった人は，社会参加が
多い」に表れているように，地域に居住する男性の
独居後期高齢者，あるいは認知機能低下のみられな
い独居高齢者は外出や社会参加が多いことを１コー
ドが示し，〈男性後期高齢者および認知機能低下が
みられない者は，外出・社会参加が多い〉とした。
　さらに，「閉じこもりは，独居，夫婦世帯間での
有意差を認めなかった」に表れているように，地域
に居住する独居高齢者における閉じこもりと，夫婦
世帯のそれに比して差がないことを示し，〈夫婦世
帯と比べて閉じこもりに差がない〉とした。
　また，「社会的に孤立であり，かつ意図的に選択
した人付き合いをしている『意図的な社会的孤立』
の特徴のひとつとして，単独世帯がある」に表れて
いるように，社会的孤立のありようとして，地域に
居住する独居高齢者が意図的に選択していることを
示し，〈社会的に孤立，かつ意図的に選択した人付
き合いをしている者が存在する〉とした。

（4�）【男性における社会資源活用の異なりからくる
住み慣れた場所での暮らしの難しさ】

　このカテゴリは，３つのサブカテゴリで構成した。
まず，「男性は，独居群が施設入所リスクの増加と
有意に関連した」に表れているように，独居高齢者，
特に男性において住み慣れた場所からの移動が生じ
ていることを５コードが示し，〈高齢者が住み慣れ
た場所から変更を余儀なくされる要因に，独居，男
性がある〉とした。
　次に，「大都市に住む一人暮らし男性高齢者がセ
ルフケアを確立するための対処は，高層住宅地域に
居住する者は『能動的に社会資源を利用する』であ
り，農村地域に居住する者は『受動的に社会資源を
利用する』であった」に表れているように，男性独
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95地域の独居高齢者の現状と課題

表３　地域に居住する独居高齢者に関する課題
カテ
ゴリ サブカテゴリ 論文

番号 コード

運
動
や
地
域
活
動
参
加
に

よ
る
抑
う
つ
傾
向
の
低
さ

ひとりでも運動する・地域活動
に参加する者は、抑うつ傾向が
低い

9
男女ともに運動実践していない独居高齢者の抑うつ傾向を基準にし、一人でのみ運動実践
している独居高齢者、運動実践していない非独居高齢者、運動を一人でのみ実践している
非独居高齢者、運動を他者と実践している非独居高齢者が有意に低値であった

9 抑うつ傾向は、運動実践していない独居高齢者と比べて、運動実践している独居高齢者・
運動実践していない非独居高齢者・運動実践している非独居高齢者が有意に低値であった

16 男女ともに地域活動に参加していない独居高齢者は、地域活動に参加している独居高齢者
に比して、抑うつ傾向が高い

日
常
生
活
能
力

の
評
価
の
相
違

日常生活活動能力の評価が低い 27 社会的役割において、男性の前期高齢者では単独世帯の得点が有意に低い

日常生活活動能力の評価が高い
9 独居高齢者では、非独居高齢者に比べて、IADL 能力低下に該当する割合が有意に低かった

26 単独世帯は、高齢者世帯とその他の世帯に比べて、生活活動得点が高かった

日常生活活動能力の評価に差は
ない

18 活動能力指標に関係する因子に、「独居」は有意な差を認めなかった

20 老研式活動能力指標は、独居群・非独居群で有意差なし

外
界
と
の
つ
な
が
り
の
あ
り
よ
う
の
不
一
致

社会活動や地域活動参加が少な
く、閉じこもり傾向にある

2 独居であることの有無と社会活動の程度は、有意な関連がある

20 地域参加では、独居高齢者は非独居高齢者と比較して有意に参加が少ない

20 閉じこもりは、非独居高齢者に比し、独居高齢者は閉じこもり傾向にある

男性後期高齢者や認知機能低下
がみられない者は、外出・社会
参加が多い

10 地域在住の独居高齢者で、心の理論の二次的信念課題の正解率が高かった人は、社会参加
が多い

27 外出状況において、男性の後期高齢者では単独世帯に「よく外出する / たまに外出する」
の割合が有意に高い

夫婦世帯と比べて閉じこもりに
差がない 29 閉じこもりは、独居、夫婦世帯間での有意差を認めなかった

社会的に孤立、かつ意図的に選
択した人付き合いをしている者
が存在する

6 社会的に孤立であり、かつ意図的に選択した人付き合いをしている「意図的な社会的孤立」
の特徴のひとつとして、単独世帯がある

男
性
に
お
け
る
社
会
資
源
活
用
の
異
な
り
か
ら
く
る

住
み
慣
れ
た
場
所
で
の
暮
ら
し
の
難
し
さ

　
　
　
　

高齢者が住み慣れた場所から変
更を余儀なくされる要因に、独
居、男性がある

11 男性は、独居群が施設入所リスクの増加と有意に関連した

13 転出を助長させる要因のひとつとして、独居であることに関連があった

23 独居の者で認知症を伴う要介護認定は、同居者ありの者より有意に多かった

23 男性においては、独居であることが、認知症を伴う要介護認定と関連する要因のひとつで
あった

1 一人暮らし男性高齢者を支えている心理・社会的要因は、【子との関係性変化の受容】で
あった

大都市に居住する男性は、地域
によって社会資源の活用の仕方
が異なる

25
大都市に住む一人暮らし男性高齢者がセルフケアを確立するための対処は、高層住宅地域
に居住する者は「能動的に社会資源を利用する」であり、農村地域に居住する者は「受動
的に社会資源を利用する」であった

男性は、健康や日常生活の維持
の対応に苦慮している

25

大都市に住む一人暮らし男性高齢者がセルフケアを確立するための弱みは、「健康状態が
悪くなった時や孤独死の不安がある」「健康状態がよくない」「安否確認の方法を気にして
いる」という健康上の不安であった。また、「食事内容が偏っている」「家事を一人でする
のが苦労である」という日常生活の維持であった

12 一人暮らしの男性高齢者が配偶者と死別後に、食を通した交流に参加したきっかけと継続
していくプロセスには【迷いと納得のくり返し】があった

21 65～74歳の男性独居者は、２世帯同居世帯に比して、SOC 得点が有意に低い傾向を認めた

27 主観的幸福感において、男性の前期高齢者・後期高齢者とも単独世帯の得点が有意に低い

近
隣
に
居
住
す
る
子
の
存
在

あ
っ
て
の
認
知
症
者
の
暮
ら
し

子どもの数が少なく、近くに居
住する子も少ない

27 子との距離において、独居世帯は他の世帯に比べて「車で30分以内の距離」の近くにいる
子も少なかった

27
子の数においては、前期高齢者においては男女とも単独世帯で子の数が少なく、単独世帯
と単独以外世帯で有意差がみられた。後期高齢者では、女性において単独世帯で子の数が
少なく、単独世帯と単独以外世帯で有意差がみられた

過疎農村地域で暮らす認知症者
は、子どもが近隣に居住する 24 独居の認知症高齢者が過疎農村地域で暮らすことが続けられた要因は、子どもが近隣に居

住するである
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居高齢者の社会資源の利用には地域によって異なり
があることを示し，〈大都市に居住する男性は，地
域によって社会資源の活用の仕方が異なる〉とした。
　また，「大都市に住む一人暮らし男性高齢者がセ
ルフケアを確立するための弱みは，『健康状態が悪
くなった時や孤独死の不安がある』『健康状態がよ
くない』『安否確認の方法を気にしている』という
健康上の不安であった。また，『食事内容が偏って
いる』『家事を一人でするのが苦労である』という
日常生活の維持であった」に表れているように，男
性独居高齢者は，居住地域を問わず健康上の不安や
毎日の暮らしの維持に苦慮していることを４コード
が示し，〈男性は，健康や日常生活の維持の対応に
苦慮している〉とした。

（5�）【近隣に居住する子の存在あっての認知症者の
暮らし】

　このカテゴリは，２つのサブカテゴリで構成した。
まず，「子との距離において，独居世帯は他の世帯
に比べて『車で30分以内の距離』の近くにいる子も
少なかった」に表れているように，地域に居住する
独居高齢者は，子が少なく，近くに居住する子も少
ないことを２コードが示し，〈子どもの数が少なく，
近くに居住する子も少ない〉とした。
　また，「独居の認知症高齢者が過疎農村地域で暮
らすことが続けられた要因は，子どもが近隣に居住
するである」に表れているように，過疎農村地域で
暮らす認知症をもつ独居高齢者は，子が近隣に居住
していることを示し，〈過疎農村地域で暮らす認知
症者は，子どもが近隣に居住する〉とした。
　

Ⅳ 考察

　地域に居住する独居高齢者に関する研究の動向，
それらの現状と課題を整理した結果に基づき，今後
の研究の方向性，地域に居住する独居高齢者の支援
のあり方を考察する。
１�．地域に居住する独居高齢者に関する今後の研究

の方向性
　地域に居住する独居高齢者について，選定された
文献総数は28件であった。掲載年別推移は，2003年
から発表され，2021年の４件が最多であった。世帯
構成割合の推移から，高齢者の単独世帯は1980年に
は10.7％であったが，2019年には28.8％へと増大し
ていることから35），このような背景とした推移と伺

える。しかし，文献総数が28件にとどまり，そのう
ち研究対象者が独居高齢者のみに焦点をあてたもの
は７件であったことから，地域に居住する独居高齢
者に関する知見の蓄積が急務である。なかでも，自
主グループ等の団体や事業の参加者を対象にしたも
のは７件であるものの，要介護認定を受けていない
者を対象にしたものは４件であり，公的サービスや
地域での自主グループ活動等との接点が少ない独居
高齢者に焦点をあてて現状を明らかにすることで，
住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるための支
援への示唆を得ることができる。
　また，研究デザインについて，量的研究22件のう
ち横断研究が19件であったため，文献中の要因にお
ける因果関係を説明することが難しい。そのため，
研究デザインの工夫により，地域に居住する独居高
齢者の支援につながる要因を明らかにすることが必
要である。
２�．地域に居住する独居高齢者の現状をふまえた支

援のあり方
　地域に居住する独居高齢者に関する現状は，３つ
のカテゴリ，すなわち【心身の機能の低下】【男性
および認知症者がもつ自分らしい暮らし】【自主的
な参加動機と，住み慣れた場所での支援を得ての社
会参加】により構成した。これは，地域に居住する
独居高齢者に，老化による心身機能の衰退が生じて
いることがわかる。しかし，そればかりではなく，
男性や認知症者も，住み慣れた場所での生きがいや
支えてくれる人の存在等によって社会とのつながり
をもち，これまで得た経験や知恵を携えながら暮ら
す，衰退と成熟を併存させた高齢者36）であることが
表れている。
　一方で，地域に居住する独居高齢者に関する課題
は，５つのカテゴリ，すなわち【運動や地域活動参
加による抑うつ傾向の低さ】【日常生活能力の評価
の相違】【外界とのつながりのありようの不一致】

【男性における社会資源活用の異なりからくる住み
慣れた場所での暮らしの難しさ】【近隣に居住する
子の存在あっての認知症者の暮らし】により構成し
た。
　このうち，【運動や地域活動参加による抑うつ傾
向の低さ】では，抑うつ傾向が運動や地域活動参加
によって改善できることを示している。しかし，

【日常生活能力の評価の相違】【外界とのつながりの
ありようの不一致】という課題を鑑みると，運動や
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地域活動への参加が難しい独居高齢者の把握ととも
に，独居高齢者の外出や社会活動，閉じこもり等の
外界とのつながりのありようや日常生活能力につい
て実態を把握することで，支援につながると考える。
　次に，【男性における社会資源活用の異なりから
くる住み慣れた場所での暮らしの難しさ】では，男
性独居高齢者が住み慣れた場所で暮らし続けること
の難しさが表れている。男性高齢者のなかには，気
軽に会話し，相談できるような豊かな人間関係を築
くことができず，社会的に孤立している状態にある
傾向が強い37）。このことから，地域に居住する男性
独居高齢者の把握とともに，困りごと等を表出でき
る関係つくりが求められる。
　また，【近隣に居住する子の存在あっての認知症
者の暮らし】では，認知症をもちながら独居高齢者
が住み慣れた場所で暮らし続けるには，それを支え
る子あるいは介護者が機能していることが推察でき
る。2022年の調査結果では，主な介護者は同居の家
族が45.9％と一番多く，別居の家族等は11.8％で少
ないが38），介護・看護のために離職した者は2017年
から増加に転じている39）。これらから，認知症をも
つ独居高齢者を介護する子，あるいは介護者の負担
軽減にむけて取り組む必要がある。
　以上のように，地域に居住する独居高齢者に関す
る現状と課題を整理し，今後の研究の方向性，地域
に居住する独居高齢者の支援のあり方を見出した。
これらのことに取り組むことにより，地域に居住す
る独居高齢者が，住み慣れた地域で自分らしく暮ら
し続けていくための支援につながると考える。

Ⅴ　結語

　本研究は，地域に居住する独居高齢者について報
告されている28件の文献を概観し，研究の動向，現
状と課題を整理して，今後の研究の方向性，地域に
居住する独居高齢者の支援についての示唆を得るこ
とを目的にした。独居高齢者が住み慣れた地域で自
分らしく暮らし続けていくための支援のあり方につ
いて，以下の結論を得た。
１．公的サービスや地域での自主グループ活動等と

の接点が少ない独居高齢者に焦点をあてて現状を
明らかにする

２．運動や地域活動に参加が難しい独居高齢者の把
握とともに，独居高齢者の外出や社会活動，閉じ

こもり等の外界とのつながりのありようや日常生
活能力について実態を把握する

３．地域に居住する男性独居高齢者の把握とともに，
困りごと等を表出できる関係つくりを行う

４．認知症をもつ独居高齢者を介護する子，あるい
は介護者の負担軽減にむけて取り組む
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